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申込不要×当日参加歓迎
お気軽にご参加下さい。

日本語の副詞研究と教育における現状と課題―「急いで」は
副詞か動詞か形容詞か？―

Issues and problems in Japanese adverb research and 
education: Is "isoide" an adverb, verb or adjective?

2月6日 （火） 12:10〜12:50
（４０分間：発表25分、質疑応答15分）
※昼休みに持参弁当を食べながら

東北大学川内北キャンパス
川北合同研究棟１階 １０１ラウンジ

日本語の副詞は「品詞論のはきだめ」と言われ、未だ解決して

いない問題が多い。研究者による「副詞とは何か」という定義も、

辞書編纂者の副詞認識も異なり、他品詞由来の副詞の境界線

も曖昧である。そこで本発表では、形態・意味・統語的特徴の３

つの尺度を基に「副詞度」を算定し、コーパスを用いて現代日

本語における使用実態を計量的に調査した結果を紹介する。

また、副詞は日本語教育においても様々な問題を抱えている。

絵カードでの指導も困難であり、文法説明の箇所で取り上げら

れることも少なく、指導が推奨されるレベル別の副詞リストも不十

分である。以上のように日本語の副詞研究と教育の現状と課題

を述べることを本発表の目的とする。

問い合わせ先：
高度教養教育・学生支援機構

学際融合教育推進センター 藤本敏彦
E-mail： tfujimoto@m.tohoku.ac.jp Tel： 795-7769

高度教養教育・学生支援機構
Institute for Excellence in Higher Education


	スライド番号 1

